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【開発の背景】 
従来，小型水力発電は水の落差を利用して発電を行っていますが，川の本流から一部の水を分

岐させ落差を作り出すための工事が必要で，設置する地理的条件に多くの制約がありました。今

回，茨城製作所殿ではディフューザと増速プレートにより水流を増速させることにより，落差を

利用しなくても運動エネルギーを増加させて発電を行う軽水力発電機「Cappa」を開発しました。

Cappa はコンパクトなボディで効率よく発電ができるので，様々な場所に設置活用することが可

能となります。開発にあたり発電機設計について技術相談を頂き，受託研究による支援を行いま

した。 

 

【支援内容】 
 

工業技術センターでは，電磁場シミュレーションを利用して，

モータや発電機といった電磁機器製品の特性についてシミュレ

ーションを実施しております。 

今回の水力発電機開発では，茨城製作所殿が基本仕様の設計を

行った永久磁石式同期発電機について，磁石の厚さやスロット開

口幅などの各種寸法をパラメータとしたシミュレーションを行

い，発電特性・コギングトルク・磁束密度分布・磁石減磁特性な

どの評価を実施しました。 

 

【開発した製品の紹介】 
推奨環境 

水深 50cm以上 

水路幅 1.1m以上 

流速 1.2－2.0m/s 

モデルシステム出力 

流速 1.2－2.0m/sで 

連続定格出力 30W－250W 
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図 4 発電システム概要 

※図 2～図 4：ⓒ2012 株式会社茨城製作所 


